
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

子供たちの安全で楽しい活動をサポートするボランティア

をしてみませんか？今回は、活動する上で必要な知識や技

術を学びます。※本研修は「①」の御案内です。 

 

平成 30 年度国立大雪青少年交流の家教育事業 

「ボランティア養成塾（春）」御案内 

①研修に参加 

②ボランティア案内を見て 

エントリーする 

③ボランティア活動する 

流れ 

研修では、活動を行う上で大切にしたい 

安全管理や体験活動の意義を学びます。 

＜申込先＞〒071-0235 北海道上川郡美瑛町白金温泉 

TEL:0166-94-3121/ FAX:0166-94-3223  

 

【ＱＲコードで申込‼】 

参加を希望する方がいましたら、QR コード

を読み込み、ＷＥＢから申込できます。 

基本的にはメールでやりとりを行っていきます。子供対象

事業や、その他養成事業、ボランティア自主企画へ参加

することができます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

平成 30年度教育事業「ボランティア養成塾（春編）」開催要項 
１ 趣  旨   (1）ボランティア活動を行う上で必要な知識・技術について講義、実習をとおして習得する。 

（2）青年が、様々な世代との関わりをとおして、人生を豊かに生き抜く力を身につける。 

２ 主  催  独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立大雪青少年交流の家 

３ 期  日  平成 30年 6月 9日（土）～6月 10日（日） １泊２日 

４ 会  場  国立大雪青少年交流の家 

５ 対象・定員 高校生・大学・短大・専門学生等 / 40名  

６ 交通手段   交流の家バスを使用し、旭川駅・札幌駅から参加者を送迎いたします。（時間は２次案内でお知らせします。） 

７ 参 加 費  学生 3,030円（朝食代 410円、昼食代、550円、夕食代 720円、シーツ代 200円、保険料 350円、テキスト代 800円） 
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※天候によってプログラムを変更する場合がある。 

 

①「青少年教育の現状と課題」 
今日の青少年教育の課題や体験活動の必要性を学びます。 

【講師：国立大雪青少年交流の家 所長 渡部 徹】 

②「教育施設ボランティアの意義」 

ボランティア活動の意義について理解するとともに、ボランティア活動における心構

えや留意点を学びます。 

【講師：独立行政法人 国立青少年教育振興機構 理事 兼  

        国立淡路青少年交流の家所長 大本 晋也 氏】 

③「安全にボランティア活動を 

行うためには①～演習～」 

野外炊事活動をとおし、安全な活動について学び、必要な知識や技術を学びます。 

【講師：NPO法人どんころ野外学校 新野 和也 氏】 

④「安全にボランティア活動を 

行うためには②～ふりかえり～」 

「①」の演習の中で体験したことをふりかえり学びを深めます。 

【講師：NPO法人どんころ野外学校 新野 和也 氏】 

⑤「ボランティア活動（実践）、 

ふりかえり」 

親子対象事業「たびうさぎファミリー」での実践的な活動とおしプログラムに対応す

るための知識・技術等を学ぶ。また、青少年教育施設の教育機能や役割、運営につい

て理解します。    【講師：国立大雪青少年交流の家職員】 

⑥「青少年教育施設の 

ボランティア（まとめ）」 
法人ボランティア登録制度について理解します。【講師：国立大雪青少年交流の家職員】 

 

９ 持ち物  筆記用具、洗面用具、上履き、着替えの衣類、健康保険証（コピー）、常備薬等、入浴道具、6/9昼食 

 ※内服薬の提供はありません。また、浴室にシャンプーや石鹸はありません。 
※詳細は、２次案内で御知らせします。 
 

10 申し込み方法・受付期間 
・QRコードを読み込み、WEBからお申込ください。 
・受付期間は 5 月 26日（土）１７：００までです。（問合せ先 国立大雪青少年交流の家 担当：石川・和泉） 
※6 月 8 日（金）正午以降のキャンセルの場合、傷害保険料と食事代の一部を負担していただきます。 

 
●WEB申込   → https://www.niye.go.jp/entry/app/event/apply/1574 
●QRコードの方 → 

 
 
 
 
 
 
11 その他 

（１）参加に際していただいた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規
程」等に基づき適切に管理し、当事業に関する事務のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することは
ありません。 

（２）事業実施中に撮影した写真・記入いただいたアンケート等は、本事業の報告業務や当機構が行う広報業務に使用すること
がありますので、予めご了承いただいた上でご参加ください。 

 

＜申込先＞〒071-0235 北海道上川郡美瑛町白金温泉 

TEL:0166-94-3121/ FAX:0166-94-3223  

ｅ-mail taisetsu-suishinshitsu＠niye.go.jp  担当 石川・和泉 

 


